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◆　西日本豪雨災害　救援ボランティア派遣報告 ◆　大そうじ大会のお知らせ
10月13日（土）に災害ボランティアと社協職員の お世話になった「ぷらざこむ１」を、皆の手できれいにしましょう！

計３３名で、倉敷市真備町へ災害ボランティア 各グループには案内をお送りしておりますので、ご協力をお願いします。

活動に行ってきました。今回は、高圧洗浄機や ・日時：11月11日（日）　１０：００～１２：３０　（9時半より　1階にて受付）

雑巾で柱等に付いた泥や土を落とすなど、家屋 ◆　消防避難訓練のお知らせ

の清掃作業を中心に約4時間の活動でした。 下記の予定で「ぷらざこむ1秋の消防避難訓練」を行います。
現地ではコンビニ等の商店 多数のグループの皆様のご参加とご協力をお願いします。
は再開しましたが、個々人 ・日時：１１月２６日（月）13：30～15:00

の家の復旧はこれからで、 ◆  第5回こむ1会フェスティバル実行委員の募集
生活の再建までまだまだ 皆様のご協力により多数の参加者から好評をいただいた「こむ1会フェス
支援が必要では、と思いま ティバル」を、本年度も下記の予定で企画しております。
した。 フェスティバルを企画・準備・運営して頂く「実行委員」を募集します。
参加いただきました皆さま、 フェスティバルは来年の5月中旬～6月中旬の日曜日を予定しております。
ありがとうございました。 こむ1会の皆様には、案内をお送りさせて頂いておりますので、多数の皆

様のご応募をお待ちしております。

◆　第27回障害者週間記念事業 ◆　防災キャンプ参加報告
12月9日「障害者の日」に「なくそう心の段差」を
テーマに、ぷらざこむ１全館で下記の通りイベン
トが開催されます。今年は、初めてぷらざこむ１
で開催され、こむ１会も実行委員会の一員として
参加しています。
多数の皆様のお越しをお待ちしております。
・日時：12月9日（日）10時～16時
・場所：ぷらざこむ１　1階～３階
・主催：宝塚市障害者週間記念事業実行委員会
・お問合せ：宝塚市障害福祉課(77-2077)
・主な催し内容
　3階：表彰式、音楽・ダンス、コンサート等
　2階：フライングディスク、工作体験、バザー等
　1階：展示、軽食（おにぎり,うどん,焼きそば等）

◆第12回よっといで遊びにきませんか！
　宝塚視力障害者協会が開催する年に一度の
イベントです。障害がある人もない人も、楽しく 　　　　　　宝塚の平和と人権を考える会
一日をすごして下さい。 　　　　　　　「紡ぎあおう、響きあおう、過去と現在、そして未来へ」　
★　西谷の野菜直送販売などもあります！ 子どもから大人まで、共に考える場づくりとして、1994年から活動してい
・午前：マンドリン・詩吟発表、各種体験など ます。現在の会員数65名。年４回の定例会や、それに伴う冊子の発行など

・昼休：バザー、昼食（カレー）販売 を行っています。

・午後：元宝塚悠木京さんによる歌とトークほか 次回定例会は、１２月１５日（土）１３時から、ぷらざこむ１の２２室にて、

・日時：１１月２５日（日）１０時～１５時 参加費５００円（学生以下無料）

・場所：宝塚市総合福祉センター どなたでも参加できます。ぜひお越し下さい。

・主催：宝塚視力障害者協会
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グループ紹介

イベントのご案内

2018年9月定例会「YOUTH９」意見交流会

　　バザー用品提供ご協力のお願い
・回収場所：ボラセン（ 0797-86-5001 ）

・回収期間： 11 月 1 日～ 20 日  ( 除く日・祝日 )
※下記のものは出品できません。

・食品（賞味期限が年内・開封済み・生もの  ）
・電化製品・クリーニングされていない中古衣

10月20・21日に中央公民館で「宝塚23万人の防
災キャンプ2018withコミュニティ末広」が行われ、
こむ１会から９名とボラセンの職員さん２名がス
タッフとして参加しました。参加者９組25名の親子
さん達と共に「避難所体験」を軸に「災害から身を
守るには？」ということを肌で感じ、仲間と考える
一泊二日となりました。
こむ１会は「学びの時間」を担当し、紙芝居、クイ
ズ、グッズ作りなどで「防災」へのヒントを共有しま
した。最後にラインダンスで、参加者、スタッフが
手を繋ぎ一つになることが出来ました。
今回のキャンプを企画、運営することで得た人や
モノの繋がりを、今後のこむ１会の活動の発展に
も活かしていきたいと思います。


